ガリウム67が腎に集積した興味ある1例 by 木村 一秀 et al.
-20-
ガリウム67が腎に集積した興味ある1例
木村 一秀 前田 尚利 浜中大三郎










































えられる｡一般に腎に異常集積 を釆たす病態 としては,Tablelに示す疾患がある.本例では DTP
A によTable1 Renalga
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で排壮遅延が認められなかったので,Table
lのうち低血圧による排滑不全 ･急性尿細管壊死 ･急性
腎不全 ･腎石症 ･腎後性尿路閉塞は否定できる｡
また両腎に淡いび漫性集積が認められ,腹部超音波
検査で腫癌エコーが認められなかったので腎腫疹あるい
は1側であることが多い感染性疾患は否定できる｡
また病歴から腎移植での拒絶は否定
できる｡一方腎以外に異常集積を認めなかったのでリンパ腫や白血病の浸潤も否定できる｡したがっ
て血管炎か間質性腎炎が考えられる｡腎生検による病理所見では糸球体への多核白血球の浸潤とメサンギ
ウム細胞の増殖と言う糸球体腎炎の所見も認められ,9%
の糸球体が硝子化 し,8割の糸球体でメサンギウム細胞の増殖が認められた｡また部分的な半月体形
成も認められ,免疫蛍光的に IgG･Clqの沈着が認められた｡これらのことと臨床経過からSLEによ
る集積 と考えられた｡文 献1)HauserMF,AldersonPO:Ga
lium-67imaginginabdominaldisease.Seminarsn
